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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
医真菌学を主題とした学術集会の開催 
各種深在性真菌症診断・治療のガイドライン作成と改訂 
真菌症診断に関する講習会開催 
ホームページを介した教育動画の無料公開 
学会主導の疫学調査の実施 
真菌のバイオセーフティレベル分類の公開 
日本医学会連合受託研究の実施 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
国際医真菌学会の運営協力 
アジア太平洋医真菌学会の運営協力・日本開催 
 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

医真菌学に関する最新情報の発信 
我が国における各種深在性真菌症の診断・治療の標準化を通じた国民衛生の向上 
真菌症診断に均てん化と従事者の技能向上 
深在性真菌症に関する教育の推進 
 
ｄ.学会運営上留意している点 

理事選挙・代議員選挙の公正な実施 
ガイドライン作成中及び作成後の全委員に関する利益相反状態の開示 
支部会活動の支援と活性化 
用語の統一、用語集、用語解説の公開 



機関誌 IF 取得 
女性会員の活動支援 
顕彰制度改訂・新規顕彰認定 
若手研究者支援制度運用開始 
 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

日本医学会連合加盟学会連携フォーラムの開催（日本臨床検査医学会、日本感染症学会との連携） 
日本細菌学会および日本臨床微生物学会との合同シンポジウム開催 
日本化学療法学会ほかとの合同ガイダンスの改訂 
 

 


